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調査目的：

日本が抱える660兆円という債務返済の中で今後公共事業の削減が予想されるが、住民による道路など公共施設整備への参加は事業費の削減や自分のまちは自分でつくるといった認識を高めてゆくためにますます重要となるものと考えられる。愛知県碧南市においては2002年8月に住民が施工に参加する道路整備が初めて行われた。本研究ではこうした住民参加した道路整備の事例を収集し、その方向性を検討する。収集した事例は以下の通りである。

1. 愛知県碧南市東山地区ふれあい煉瓦通り（都市計画課ヒアリング調査）

2. 神奈川県藤沢市湘南台コミュニティゾーン（現地視察）

3. Food for Work(ホームページからの翻訳)

1. 愛知県碧南市東山地区ふれあい煉瓦通り（都市計画課ヒアリング調査）

· 碧南市には瓦・煉瓦の地場産業があったが、不景気によりどんどんつぶれていった。そんなおりに東山地区の県道の歩道拡幅をするという計画が持ちあがった。

· 地元から景観に配慮したものを作ってほしいという要望があり、地場産業でもある煉瓦を使った住民参加型の道路整備を試みた。

· 碧南市に関しては、住民参加を促すようなことはなく、地元住民自ら事業への参加をしに要請してきた。

· 県道の舗装を拡幅する計画の内容を地元住民に説明会という形で説明した。すると、前々から歩きやすく景観に配慮した歩道をつくってほしいという意見を持つ住民から、「道づくりに参加しよう」という声があがった。さらに、地場産業でもある煉瓦を使った道づくりをしたいという声もあがった。

· まず、住民が休みや地元の祭りを利用して煉瓦用粘土を1個200円で販売。それに住民が思い思いの絵を書いて、地元の工場が協力して焼き、現物支給という形で住民から市へ贈った（約8000個　68万円相当）。それを市が設計している中に組み込んでいった。デザインは都市計画課が中心ですすめ、車の乗り入れのところを煉瓦舗装にし、その他をカラーアスファルトで舗装した。

· 維持管理に関しては、市と県が管理協定を結んだ。さらにここでも住民から要請があった。それは、まだ街路樹が植えられていないが、これから植える一部分を地元の住民で管理させてくれないかというものであった。さらに焼きすぎ煉瓦を使い、配置も目地をとるように配置して壊れにくくするために工夫した。

· この事業は県道の拡幅に伴ったものなので、県から資金が出る。しかし、県は通常の黒舗装を予定していた。住民の意見を反映させるために市が4000万円負担しようとした。すると市から「県道の整備なのになぜ市が資金を負担するのか？」という意見がでた。それを説得することは困難だった。

· 維持管理の問題も県と掛け合って決定しなくてはならないので大変だった。

· 住民にとって自分たちの道ができたという満足感と道を大切にしようという意識付けができた。また、住民からの公募という形で「東山地区ふれあい煉瓦通り」という愛称がつき親しまれている。さらに地元からのイベント（スタンプラリー・歩道を歩いて自分の煉瓦を探そう）の案内が市長に届いたり、住民と行政との距離が縮まった。

· 現場に行って感じたことは、ごみがまったくといっていいほど落ちていないことで、そこにも住民の意識が高いことがうかがえた。

· 今回の事例を起爆剤として住民参加型のまちづくりをする。住民との合意形成を住民と一緒に事業を進めていくうえで自然と進めていき、事業の実現に結びつけたい。

· ここには、瓦や煉瓦の地場産業があったためにうまくいった。地方で地場産業のある地域はたくさんあると思うので、それをまちづくりにうまく生かしていくと住民と行政のつながりのあるまちづくりができるのではないか。また、そういった産業のない地域でもまちの特徴を生かしたまちづくりを官民一体となって行っていければ、より良いまちづくりをしていけるのではないかと考える。

2. 湘南台コミュニティゾーン（神奈川県藤沢市）

· 昭和３０年代に区画整理でインフラなどの整備がすでにされていました。新しくインフラの整備をする必要がないのでこの地区がコミュニティゾーンに選ばれた。

· 地下鉄と相鉄が入ってきて今後まちが発展することをみこし、さらに慶応大学の誘致によって学生が増えること、高齢化社会に向けてのまちづくりというケーススタディとして開発されました。
· いくら勉強しても事例がないと理解してもらえないための事例づくりの意味合いもありました。始めは１００haすべてをやろうとしましたが、この地区が交通安全総点検に選ばれたため、次の年８haの２丁目に絞って計画案を住民と一緒に作っていこうと考えました。
· 合意形成はワークショップを中心にして行った。模型を作ってのシミュレーション、実際に施工してのシミュレーションなども行い、住民から意見を出してもらい次回のワークショップにつなげる形で合意形成をしていった。
· さらに、ＷＳニュースの作成をした。これは黄色の用紙で目立つ色にしてＷＳニュースと分からせる工夫をし、イラストや、分かりやすい言葉、行政らしくない雰囲気で２８号まで続いた。
· 前回のＷＳでの問題点、実験結果、次回の連絡などをわかりやすく書き、全戸にポスティングした。ＷＳへの参加人数はばらばらだったが住民全員に情報を発信した。
· ＷＳのスローガン・・・安心、安全、バリアフリー

· 高齢者、子供、障害者を対象として交通安全総点検を実施し、まず住民に地域について知ってもらうことをした。高齢者の方々と危険な箇所を落とした「ヒヤリ地図」をつくり、子供たちと「ガリバー地図」をつくり自分のまちの良いところ悪いところの発見をした。

· また、障害者と一緒に歩きバリアフリーを考えた。そこで健常者が普段の生活で気にしないところをあらためて考え、共通の理解をつくるということをしました。

· さらに、まちの特徴とあわせて参考事例となると良いということから他地域に住民と見学に行って、コミュニティゾーンを見てきた。

· また、工事コストの勉強をし、基準にそわなければいけないが、ちょっとした工夫でバリアフリーが実現できうる事も住民に理解してもらった。
3. Food For Work（日本語訳）

仕事のための食料支給

· WFPの開発プロジェクトは食料をお金の代わりに払って生活に必要不可欠な新しいインフラを整備させることです。

· WFPの食糧援助の特別な役割は、人々に飢えという困難な状況から抜け出す最初の一歩を踏み出すチャンスを与えることです。

· 適切な時間に適切な人々に与えられた食料は、人々に開発のチャンスへの力と時間をささげさせることを可能にした。

· WFPの仕事のための食料のプロジェクトは決して見せかけのプロジェクトではない。労働者に生活に必要不可欠な新しいインフラを整備させるためにお金ではなく、食料で支払われるということは、労働者の家族やコミュニティの食糧確保を増大させることになる。

· さらにこのプロジェクトはしばしば、灌漑、整備、植樹、土質、水質保護などの農業習慣に関係します。しかしそれだけではなく、自然災害が起きた時、その技術が破壊された家、学校、クリニック、道路および橋を再建することも含むことができる。

